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作 付 体 系 の 年 次 変 化
図1ナガイモ連作産地における農家の作付規摸と連作年次の変化模式図{五戸台地}
注.1}作 付Aは 購入 ・借地した展家でのナガイモ作付伍徹,作 付Bは 所有地内でのナガイモ作付けの場合でいずれも目餌面積を100aに 設定した時の作付面積変1L
2}回 は目標酬3}朋 ・Sスダ・クス、K'1曳3)図 娘網1と アンケ,ト陛 ・圃 轍 将力・ら作胤
傭考:高 生産力㎜ とは、収鍾、晶質力『乍付当初の水準に近いものが得られる期閥である.
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論 文 審 査 の 要 旨
本論文は,青 森県の露地型野菜作産地を事例にした分析にもとついて連作と輪作の経済性を比
較分析 し,連 作の継続 と輪作の導入の理由を解明し,そ の上にたって輪作が経営に導入 ・展開さ
れる条件を明らかにした研究成果をとりまとめたものである。その概要は以下の通 りである。
1。 連作と輪作の収益性の比較
露地型野菜を連作 した場合と輪作 した場合の単位面積当た り収量,粗 収益,所 得,土 地生産
性,労 働生産性,資 本生産性を比較すると,後 者が きわめて優れてお り,.輪作の農業経営に及ぼ
す経済効果はきわめて大きい。
2.連 作経営における収益低減のメカニズム
連作農家の収益低減は,① 目的とする作物の反収 ・品質の低下,② 収量 ・価格の不安定性,③ 産
地ブランドの評価の低下による単価の低落,④ 地力回復や土壌病害の低減のためのコス ト負担作
物の導入,⑤ 新たな産地として評価 されるまでの単価の低迷や費用負担 という順序で発現する。
3.連 作経営の成立要因







と,経 営面積が大きいこと,低 地価 ・低地代である立地条件を備えていることも重要な成立要因
となる。
5.輪 作経営展開に必要な条件
以上の分析からして,輪 作経営展開のためには,① 農地流動化の推進,② 異種経営類型農家間
の耕地の交換利用の推進,③ 農協等の機械施設装備による労力不足の補完,④ 雇用の需給システ
ムの確立,⑤ 機械 ・施設の組織的利用,⑥ 堆厩肥の供給 ・確保体制の確立,⑦ 野菜の指定産地制
度と価格安定制度の改善,⑧ 産地を統括した一元的生産指導が可能な体制の確立,⑨ 野菜生産者
の研修等による輪作意識の高揚,⑩ 農協,農 業改良普及所等の輪作型作付体系の普及指導の積極
的展開,そ のためのマニュアルの作成 ・提示等が必要 となる。
以上の研究は,精 密な事例調査 ・分析にもとづき,技 術研究に比して立ち後れていた輪作の経
営経済的研究とそれを基礎にした普及拡大方法の究明を行弓たものであ り,そ の成果は経営研究
の発展に大きく貢献するものである。
よって審査員一同は,本 論文が博±:(農 学)の 学位を授与されるに値すると判定 した。
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